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　しかし今年の春は違います。未知の疫病が、
自分の健康についての不安と、自分が他人にう
つしてしまう不安、授業は始まるのだろうかと
か、他者とつながれるのだろうかといった社会
的不安、ひいては、アルバイトのできない経済
的な不安を生み出しています。その不安は、私
の若い時代と異なり、ネットなどによって矛盾
するあまりにも多くの情報がもたらされている
ところから発しているもののようにも思いま
す。新しい時代の孤独ですね。
　でも、どうか皆さん、孤独に耐えて、大人た
ちが右往左往している様子を、しっかり見てお
いてください。今の人間社会は、疫病というひ
とつの刺激によって、たくさんの綻びを見せて
います。経済のもろさだけではありません。す
べての人は平等に大切であるとする民主主義の
建前が崩れ、生命の格差が露わになっていま
す。どうかしっかりとそれを見極め、反面教師
としてください。神様は、たぶん、そのような
皆さんひとりひとりをどこかで見ておられるこ
とでしょう。
いつか皆さんが社会の第一線に立たれた時

に、今よりもよい社会を作ってくださることを
念じています。

　この春は、思いがけない事態に見舞われて、
学生の皆さんもさぞ戸惑っておられることでし
ょう。とくに、親元離れて進学した方にとって
は、耐えがたい試練だろうと思います。先日、
大学入学のために上京した男子学生が、一人暮
らしの部屋でインタビューを受けている様子を
テレビで見ました。がらんとした部屋でその人
は、「入学式に間に合うように上京したが、入
学式は中止になった。授業はオンラインで行わ
れるというが、部屋のネット環境はまだ整わな
い。しばらく帰省することも考えたが、高齢の
祖父母に万一自分からコロナウイルスをうつし
てしまったらと思うと、帰るに帰れない。」と
言うのです。うちの学生ではないかと、思わず
テレビに見入りました。
　進学のために上京した経験は、私にもありま
す。平穏な春でしたが、初めての一人暮らしは
孤独でした。インターネットなどと言うものは
なかった時代でしたので、聞きかじりの知識を
もとに上野の西洋美術館などに行ったことをお
ぼえています。神田の古書街に行くつもりで神
保町ではなくて神田駅で降りてしまい本屋のな
いのに驚いたのも、ネットがなかった時代の失
敗でした。それでもたくさんの人に助けられ
て、今に至っています。

 　　　　　　　　　　マタイによる福音書 28章20節 (聖書)
　　わたしは世の終わりまで、いつもあなたがたと共にいる。

 「孤独の恵み」
   篠崎 美生子  教養教育センター教授

始業礼拝 ムービー

学院牧師 北川 善也

例年、授業スタート日にチャペルで行う「始業礼拝」を、
今年は動画でお届けします！学院牧師による聖書のメッセージや、
パイプオルガンによる讃美歌も聴けます。ぜひご覧ください！

動画で登場するのは
白金キャンパスのチャペルです5031VQ"

大学HPから見られます

チャペル（横浜）

本館のつつじ（白金）



明治学院大学 
宗教部

白金キャンパス（記念館2階）
03-5421-5218

　 shukyos@mguad.meijigakuin.ac.jp

＊皆さんの健康と生活が守られるようにお祈りしています＊

三浦 ことの
(社会福祉学科2年)

明治学院大学 チャペルアワー

毎週 月～金(授業期間中)        12:35-12:55
※2020年度は対面授業スタート後         白金・横浜チャペルにて

←横浜キャンパス
　チャペル内の写真です

かたづけの合間

チャペルアワーでは、明学での教育研
究、体験や活動を通じて聖書の言葉に触
れた先生や学生のお話しを聴くことがで
きます。聖書を身近に感じられる時間で
あり、大学生活を充実させるヒントがた
くさん散りばめられています。友達と気
持ちがすれ違った時、両親に素直になれ
ない時、授業にうまく身が入らない時…
いつでも気軽にチャペルへ足を運んでみ
てください。

皆さんこんにちは！
キャンパスでの大学生活が始まらず、不安の中で生活している
方も多いと思います。早くこの状況が収ることを祈っていま
す。チャペルは誰にでも開かれている場所です。チャペルで皆
さんにお会いできるのを楽しみにしています。

チャペルだより
2020年4月、学生の皆さんの
お手元に「チャペルだより」を
お届けしました。明治学院大学
のキリスト教活動や聖書のこと
ばを紹介しているので、オンラ
イン授業の合間などお家時間に
ぜひご覧ください。

横浜キャンパス（チャペル横）
045-863-2016

　 shukyoy@mguad.meijigakuin.ac.jp


